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DHEAT
～災害時における公衆衛生医師の役割～



⚫被災状況等に関する情報収集・情報発信

⚫災害対処に関する方針決定

（災害対策本部の設置・運営）

⚫被災施設等の復旧、被災者の支援

⚫支援活動を実施する機関・団体等の活動環境整備

⚫多様な主体との協力体制の構築

地方自治体は災害時に「住民の生命、身体及び財産
を災害から保護する」責務がある。

災害時における行政の役割



⚫住民の生命・安全な暮らしの確保を図り、避難生活
に伴う二次的な健康被害を予防しながら、被災地域
全体の早期復興へ向けた支援を行う

⚫医療ニーズの高い方（人工呼吸器使用患者や人工透
析患者など）、地域防災計画に定めた「避難行動要
支援者」を最優先として対応。

⚫特に多数の避難者の発生や医療機関の閉鎖などが生
じる大規模災害の場合には、より広い対象である
「要配慮者」が初期における支援対象となる。

災害時における保健医療行政の役割



⚫慢性疾患で継続した投薬が必要な方、介護が必要
な方、妊娠後期の妊婦、避難生活に対応しきれな
い精神疾患の方など、フェーズごとに変化する対
象者の状況に優先順位をつけながら対応。

⚫災害時には経時的にそのニーズが変わってくるた
め、発災直後から復興期まで長期間にわたる活動
が必要。さらに、発災後だけでなく平時からの準
備を進めることも重要。
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DHEAT

災害時健康危機管理支援チーム
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DHEATとは

〇大規模災害発生時に、都道府県・指定都市等に設置される

保健医療調整本部や保健所等での指揮調整機能が円滑に進む

よう支援を行う専門的な応援派遣チーム。

任務：被災自治体の保健衛生行政のマネジメント業務支援

活動場所：保健医療調整本部・保健所・市町村など

構成員：保健・医療等の専門職・業務調整員 5名程度
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これまでに経験した災害派遣

• 平成30年7月豪雨 ：岡山県備中保健所

• 令和元年8月九州北部豪雨：佐賀県杵藤保健所

• 令和2年7月豪雨 ：熊本県人吉保健所

地域の特性、災害の特性によって異なるニーズ

地域の特性、災害の特性があっても同じニーズ

DHEAT活動の実際



リーダーとしての役割

〇先頭に立って取り組み、組織の士気・能力を引き出す

（通常から職場の雰囲気づくりを大事に！）

〇情報不足の中でも、事態の本質を見抜く

〇迅速かつ的確な対応を決定、実行する

〇目先のことだけでなく、今後の展開を予測する

〇関係者との適切な分担協力体制を築く

〇関係者と緊密な連携・調整を行う

（地元の事は自分が一番よく知っていると言えるように！）

・被害の
最小化

・迅速な
回復



DHEATとしての役割

〇派遣先の状況を素早く把握し、優先順位をつけ対応

〇受援者と他の支援チームとの体制づくり

〇受援側への上手な問題提起

〇チームの任務の明確化およびチーム内での共有

〇チーム内での役割分担と的確な指示



⚫災害時のための訓練も必要であるが、日常の業務
の中でも意識して対応することで対応力は身に着
けられる

⚫ニーズの変化や多様性に柔軟かつ機敏に対応する
ために、想像力を豊かに

⚫コミュニケーションスキルは必須かつ重要

⚫協力者を上手に使うことを意識する

（多様な団体の事を知り、把握しておく）

DHEAT派遣を経て



避難所にも求められる
快適性

避難所における変化



⚫一人でも多くのDHEAT育成

⚫受援の準備

⚫必要な能力の獲得・ブラッシュアップ

⚫市町村との顔の見える関係づくり

⚫被災時に職員が勤務できる環境づくり

通勤、休養、介護、保育園…

次の災害に向けて


